32　割増賃金に関する規定
第○条（割増賃金）

１．就業規則第○条の就業時間を超えて勤務した時は、時間外労働の勤務時間数に応じ、次の割増率で計算した時間外勤務手当を支払う。なお、次のいずれにも該当する時間外労働の時間数についてはいずれか高い率で計算し、時間外労働には所定休日の労働時間を含むものとする。

(1)　１カ月45時間まで　２割５分増

(2)　１カ月45 時間を超え60時間まで　２割５分増

(3)　１年間に360時間超　２割５分増

(4)　１カ月60 時間超　５割増

２．法定休日に勤務したときは、休日労働の勤務時間数に応じ、３割５分増の休日勤務手当を支払う。

３．午後10時から午前５時までの深夜に勤務したときは、深夜労働の勤務時間に応じ、２割５分の深夜勤務手当を支払う。

第○条（割増賃金の計算）

１．月給制及び日給月給制の割増賃金の計算は以下のとおりとする。

(1)　時間外労働割増賃金

　　その月の基準内賃金

　１カ月平均所定労働時間

(2)　法定休日労働割増賃金

　　その月の基準内賃金

　１カ月平均所定労働時間

(3)　深夜労働割増賃金

　　その月の基準内賃金

　１カ月平均所定労働時間

２．１カ月平均所定労働時間は年間所定労働時間数を12で除した時間数とする。
×1.25×時間外労働時間数





×1.35×時間外労働時間数





×0.25×時間外労働時間数
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